
実施報告

2020年度 医科学講習会

SP医科学委員会



・日時
2020年11月8日（日） 9:15〜13:00

・開催方法
Zoomによるオンライン講習会

・参加者
指導者、理学療法士、トレーナー

講習会 日程



本講習会の目的

2028年長野県本国体に向けた
医療スタッフ・指導者・選手への医療知識の共有

成長期に必要な体づくりを支援できる体制の構築

成長期の選手を指導する際に必要な医学的知識の共有



講義内容

第１部
大塚製薬株式会社 様
「身体活動時間を延長させるプレクーリングとアイススラリーについて」

第２部
長谷川尋之 先生（松本大学 人間健康学部健康栄養学科 専任講師）
「アスリートに必要な日々の栄養の意識について」

第３部
黒澤一也 先生（社会医療法人くろさわ病院 院長）
「バスケットボール選手で頻発する傷害と予防の知識について」

第４部
降旗一樹 先生（軽井沢町国民健康保険軽井沢病院 理学療法士）
「スポーツ障害予防のためのコンディショニングについて」



講義の様子 第１部

大塚製薬株式会社 様
「身体活動時間を延長させるプレクーリングとアイススラリーについて」

体温とパフォーマンスアップに関係するデータや商品のご紹介をいただきました。



講義の様子 第２部

長谷川尋之 先生（松本大学 人間健康学部健康栄養学科 専任講師）
「アスリートに必要な日々の栄養の意識について」

練習や試合をイメージした栄養摂取の方法や意識作りについてご講義いただきました。



講義の様子 第３部

黒澤一也 先生（社会医療法人くろさわ病院 院長）
「バスケットボール選手で頻発する傷害と予防の知識について」

傷害の症状や対処方法、予防に必要な知識についてご講義いただきました。



講義の様子 第４部

降旗一樹 先生（軽井沢町国民健康保険軽井沢病院 理学療法士）
「スポーツ障害予防のためのコンディショニングについて」

コンディションを整えるための体のチェック方法・ストレッチ、
ウォーミングアップ・クールダウンについてご講義いただきました。



まとめ

今回の講習会は新型コロナウイルス感染症がまん延する情勢の中で協会が主催する医科学講習会とし
て初めてオンランインで開催するものとなりました。

安心・安全に参加することができ、かつ今後の競技活動に役立つような医科学情報を発信するために、
事前の打ち合わせを繰り返し、講習会を開催することができました。

全員がオンラインのZoomのアプリをダウンロードし、講師には参加者への配布資料の作成などでご協
力をいただき、無事に講習会を終えることができました。

ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。
ありがとうございました。

今回は整形外科医から競技特性による傷害と予防について、その他、コンディショニング、栄養学に
ついての内容で実施しました。
今後は薬学や心理学、歯科学など幅広く情報をお伝えしていきたいと思います。


